資料①

会　議　記　録
高松市附属機関等の会議の公開および委員の公募に関する指針の規定により，次のとおり会議記録を公表します。

	会 議 名
	第4回高松市文化芸術振興条例検討委員会

	開催日時
	平成25年1月10日(木)午後4時～6時

	開催場所
	高松市役所　114階　会議室

	議    題
	(1)前回の議論について
(2)総則について
(3)その他

	公開の区分
	　　■　公開　　□　一部公開　　□　非公開

	上記理由
	

	出席委員
	鹿庭委員，鎌田委員，北岡委員，木ノ下委員，小西委員，坂委員，島田委員，佃委員，津村委員，冨田委員，橋本委員，林委員，村川委員，若井委員
計14人(1人欠席)

	傍 聴 者
	     0 人　　（傍聴席5人程度を確保）

	担当課および連絡先
	高松市文化芸術振興課　839－2636


	審議経過および審議結果

	会議を開会し，次の議題について協議し,下記の結果となった。

(1) 前回の議論について
事務局
　前回委員会で児童生徒および学校現場の教師向けのアンケート内容の指摘をいただいた部分を修正したが，今後は，学校教育課のアドバイスをいただき複数校の学校にアンケート調査を依頼し，それらの集計を来年度からの基本施策議論に活かしていく。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

(2) 総則（目的，定義，基本理念，市の役割・責務，市民の役割，学校の役割，団体の役割）について
事務局
総則の7項目について項目ごとに，事務局案を提示し，そのポイントと課題について説明。

委員意見
第1条「目的」

・創造都市の概念は，前文で扱い，目的では触れないことを了。
第2条「定義」

（文化芸術とは）

・香川県の例にも倣い，「高松らしさ」を入れて，包括的でバランスよく修正のこと。
（文化芸術活動とは）
・学びや支援も「活動」に入れる。学んで再構築，支援から創造。

・鑑賞もまた活動。

（市民とは）

・異議なし

（学校とは）

・学校教育法による整理が必要。

・市外にある大学との連携も謳えばよい。

・各論と精査し，矛盾がないよう整える。

（団体とは）

・教育機関等を団体で扱うのか，それとも学校として考えるのか精査のこと。

・団体に，コミュニティを明確に入れてもいい。

第3条「基本理念」

(1) 市民等の自主性，創造性の尊重

・文化芸術を「行う者」と括り，この項目をどちらかと言えばプレイヤーに特化させる。

・表現者にスポットを当て，表現者が守られるべきものする。

(2) 環境の整備

・異議なし

(3) 他機関との連携共同により，人材育成，情報発信

・「新しい」という文言は必要なし。

(4) 伝統の再発見

・「保存」という文言は冷凍のイメージがあるので削除。

・全体に噛み砕く。

(5) 新しい価値観の共有

・文全体に「文化芸術」と「文化芸術活動」という文言・概念が混同しているので，整理されるべき。

第4条「市の役割・責務」

・財政上等の措置を謳う。

・条例に逆に縛られる現状を顧み，今回後発の条例を制定するに当たって，条例を運用する人々がフレキシブルに動けるような文言にすべきかと。

第5条「市民の役割」，第6条「学校の役割」，第7条「団体の役割」

・定義を整理の上，丁寧にまとめること。


	(3) その他について

　　事務局より，次回会議について２月１５日（金）午後３時の開催予定とすること，次回までに「基本施策」について事務局案を作成し，事前に郵送等を提案するなか，次回は３グループに分かれて分科会とすることを，委員全員が了とした。
　その他，委員から特に意見はなく，以上をもって，本日の会議を終了することとした。
以　上





































